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1．はじめに
図書館情報学（計量書誌学）における新たな概念
altmetrics（オルトメトリクス）は、図書館の業務
に関わりが深くなりつつある。レファレンスサー
ビスや電子リソースの担当者は、電子ジャーナ
ル、ディスカバリーサービスあるいは機関リポジ
トリなどを通じてaltmetricsに対する機会が増え
ている。
研究者にとってaltmetricsは被引用数に基づく
伝統的な研究評価指数と併せて関心の高い指標で
ある（図 1 ）。図書館は、altmetricsを理解し、そ
れを活用した研究支援が期待される。本稿では、
a l tm e t r i c sの概要と近年の動向を概説し、
altmetricsが図書館に与える影響を考察する。
出典：http://dashboard101innovations.silk.co/page/Impact
図 1 　ユトレヒト図書館が実施した「学術コミュニ
ケーション・ツールの利用に関するアンケ トー
（研究インパクト）」利用調査結果
2．altmetricsの概要
2．1 altmetricsとは
altmetricsとは、Web上に公開された研究成果
のWeb上での注目度を定量的に測定する手法、ま
たはこのような手法を開発・分析する学問領域で
ある。2010年に「altmetricsマニフェスト（http:// 
altmetrics.org/manifesto/）」として考案された。
学術情報を定量的に測定する手法には、「インパ
クトファクター」や「ｈ指数」があり、これらの
指標は学術文献の「被引用数」をもとにしている。
しかし被引用数は、論文の発表から得られるまで
時間がかかり過ぎるという問題点が指摘されてき
た。一方、オープンアクセス（以下「OA」）の推進
によって多くの研究成果にアクセスできるように
なり、また同時期にブログやソーシャルメディア
が普及したことで、Webベースの研究評価法
（Cybermetrics、Webometrics）が考案されはじめ
た。Webの特性を活かし、公開されてすぐに研究
インパクトを測定できる点がaltmetricsの普及を
後押しした（図 2 ）。
出典：https://www.slideshare.net/StefanieHaustein/
haus te i n - s -2017- t he -evo lu t i on -o f - scho la r l y -
communication-and-the-reward-system-of-science
図 2 　伝統的な研究評価指数とaltmetricsの関係図
2．2 図書館に関りの深いaltmetricsツール
「altmetricsマニフェスト」公開後、その概念を
具現化した様々な「altmetricsツール（http://
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altmetrics.org/tools/）」が開発された。
図書館に関りの深いaltmetricsツールといえば、
「Altmetric」と「PlumX Metrics」が挙げられる。
2．2．1 Altmetricアテンションスコア
Altmetric（オルトメトリック https://www.
altmetric.com/）社は、英国の出版社Macmillanの
一部門Digital Science社のグループ企業である。
Altmetric社は、DOIやPMIDなど研究成果を特定
する識別子に基づき、ソーシャルメディア、ブロ
グそしてウィキペディアなどWeb上での言及な
どを定量的に測定し、altmetrics「Altmetric 
Attention Score」（以下「アテンションスコア」）
を提供している（図 3 ）。国内では、岡山大学学術
成果リポジトリへの導入事例がある1 ）。
出典：https://www.altmetric.com/blog/ambassador-of-the-
month-march-paul-trevorrow/
図 3 　Altmetric社のaltmetrics：アテンションスコア
2．2．2 PlumX Print
Plum Analytics社は、機関向けにaltmetrics
「PlumX Print」を提供する製品PlumX Metrics
（http://plumanalytics.com/products/plumx-
metrics/）を開発している（図 4 ）。国内では、科
学技術振興機構の電子ジャーナルプラットフォー
ムJ-STAGE次期サービス試験版への導入事例が
ある2 ）。
2014年、Plum Analytics社はEBSCO社の完全
子会社となり、ディスカバリーサービスEBSCO 
Discovery Serviceや論文データベース EBSCO 
host にPlumX Printが導入された。尚、2017年に
はエルゼビア社がPlum Analytics社を買収した。
出典：http://plumanalytics.com/sanford-burnham-medical-
research-institute-using-plumx/
図 4 　 Plum Analytics社のaltmetrics：PlumX Print 
2．3 altmetricsの特徴
altmetricsは、研究成果の品質や影響度を表す
ものではなく、研究者や社会からの関心の総量な
どを示すものである。altmetricsとは、alternative
とmetricsの 2 語を組み合わせた造語で、その名
の由来から「伝統的な研究評価指数を置き換える」
と誤解されがちである。しかし、altmetricsは既
存の研究評価指数を置き換えるものではなく、そ
れらを補完する役割が期待されている（1）。
これまで開発されたaltmetricsツールを概観す
ると、altmetricsには「補完性」に加え「即時性」
そして「社会性」という 3 つの特徴が挙げられ
る（2）。いずれも従来のフォーマルな研究評価の枠
組みを超え、インフォーマルなコミュニケーショ
ンが研究インパクトに影響を与えている、といえ
る点が共通する。
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一方、デメリットも挙げられる。ソーシャルメ
ディアが指標のひとつであるがために、一般受け
しやすい研究成果に反応が集まり、偏った評価に
なるといった問題点が挙げられる。また、ネガテ
ィブな評判もポジティブなものと混在して計測さ
れるため、見方に注意を払う必要がある。その他、
国・地域や分野など様々な特性における偏りも指
摘される点である（3）。
3．altmetricsの近年の動向
3．1 altmetricsと被引用数を併せて閲覧可能に
altmetricsと被引用数には相関関係が示唆され
ているが、未だエビデンスが乏しいと考えられる。
しかし、両者を同時に閲覧・比較できることで、
論文執筆者・利用者や機関・助成団体などは研究
インパクトをより広範に把握できる。それを実現
させたのがAltmetr ic社の機関向けサービス
Explorer for Institutions（以下「EFI」）である。
EFIでは、エルゼビア社が提供する抄録・引用文
献データベースScopusやクラリベイト・アナリテ
ィクス社の学術文献・引用索引データベースWeb 
of Scienceにおける被引用数を、アテンションス
コアと併せて閲覧することができる（図 5 ）。
出典：https://www.altmetric.com/press/press-releases/
clarivate-analytics-citation-data-integrated-into-
altmetric-explorer-for-institutions/
図 5 　Altmetric社の機関向けサービスEFIに表示さ
れるWeb of Scienceの被引用数
3．2 書籍のaltmetrics：Bookmetrix
Springer社がAltmetric社と共同開発した書籍
のal tme t r i c s「Bookmet r i x（ht tp : / /www.
bookmetrix.com）」は、Springerの書籍およびチ
ャプターについて、各々の引用数・ダウンロード
数・書評数・ソーシャルメディアで共有された数
などの指標を、オンライン・プラットフォーム
SpringerLinkで提供している（図 6 ）。こうした動
向は、社会科学分野の研究者や図書館にとって
altmetricsをより身近に感じる取り組みであろう。
出典：http://blogs.nature.com/aviewfromthebridge/2015/ 
06/04/a-new-chapter-in-scholarly-impact/
図 6 　Springer社とAltmetric社が共同開発した書籍
のaltmetrics：Bookmetrix
4．おわりに：図書館とaltmetrics
altmetricsツールの多くが、研究成果を計測す
る際にDOIをターゲットとしている。これは、図
書館にとって関わりの深い部分である。国内では、
各機関が保有する電子的な学術コンテンツにDOI
や被引用情報を付与することでそれらの相互リン
クを可能とする組織・システム「ジャパンリンク
センター」（略称：JaLC）が立ち上がった（4）。今後、
学術出版プラットフォームや機関リポジトリなど
を中心に、多くの日本語の研究成果にDOIが付与
されることが期待される。その結果、日本の研究
成果についてもaltmetricsツールを活用する場面
が多々見られるであろう。
以上のように、altmetricsは図書館の業務と関
わりが深い。図書館は、altmetricsを理解し、そ
れを説明し、altmetricsを導入・支援・活用する
などの研究支援が期待される。
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注
1 ）岡山大学学術成果リポジトリにaltmetricsを
追加 http://www.lib.okayama-u.ac.jp/news/
news\_id2871.html （参照 2017-03-16）
2 ）J-STAGE次期サービス試験版の各書誌ペー
ジに、PlumX Metricsの「Plum Print」を表示 
https://jstagebeta.jst.go.jp/browse/-char/
en/\_release-notes/article/ （参照 2017-03-16）
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